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12
月
13
日
、
日
本
共
産
党
岩
手
県

委
員
会
と
県
議
団
は
、
達
増
拓
也
知
事

に
た
い
し
、
来
年
度
予
算
に
関
す
る
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

申
し
入
れ
は
「
２
０
１
９
年
知
事
選

の
政
策
協
定
書
の
着
実
な
実
現
を
」

「
東
日
本
大
震
災
津
波
、
台
風
19
号

災
害
、
２
０
１
６
年
台
風
10
号
災
害

か
ら
の
復
興
」「
県
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
新
た
な
県
政
め
ざ
し
て
」―

の

三
部
構
成
で
す
。 

 

菅
原
県
委
員
長
は
、
野
党
共
闘
に
よ

る
参
院
選
で
の
横
沢
高
徳
さ
ん
の
勝

利
や
知
事
選
で
の
達
増
知
事
４
選
で
、

県
政
は
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た

と
強
調
。「
県
民
の
生
活
を
守
る
施
策

を
今
後
も
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

斉
藤
県
議
は
、
10
年
目
を
迎
え
る

東 

の
投
入
を
訴
え
、
市
町
村
の
取
り
組
み

を
広
げ
て
ほ
し
い
と
要
求
。
厚
生
労
働

省
の
公
立･

公
的
病
院
の
機
械
的
な
再

編･

統
廃
合
リ
ス
ト
は
撤
回
さ
せ
る
べ

き
だ
と
求
め
ま
し
た
。 

 

達
増
知
事
は
「
改
め
て
知
事
選
に
お

い
て
推
薦
い
た
だ
き
、
一
緒
に
た
た
か 

達増知事（左）に申し入れる（右から）千田県議、斉藤県議、菅原則
勝県委員長、高田県議、吉田恭子党県常任委員（１２月１３日） 

 

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
の

課
題
に
つ
い
て
、
孤
独
死
防
止
へ
50

戸 

い
、
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
政
策
協
定

書
も
大
変
良
い
内
容
で
結
ぶ
こ
と
が
で

き
、
す
ぐ
で
き
る
こ
と
は
実
行
に
移
し
、

ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
考
え
て

い
き
た
い
。
申
し
入
れ
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
も
準
備

を
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

を
可
決
。
三
陸
鉄
道
の
バ
ス
代
行
運
行

へ
の
補
助
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

９
月
県
議
会
で
は
斉
藤
県
議
が
一

般
質
問
に
立
ち
、
住
宅
再
建
へ
の
独
自

支
援
を
要
求
。
県
は
、
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
の
対
象
と
な
ら
な
い
市
町

村
に
対
し
、
全
壊･

大
規
模
半
壊
世
帯

に
３
０
０
万
円
、
半
壊
20
万
円
、
床

上
浸
水
に
５
万
円
の
支
援
策
を
示
し
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
の
課
題

で
は
、
災
害
公
営
住
宅
の
孤
独
死
が
今

年
は
11
月
ま
で
に
12
人
で
、
累
計

46
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
営
災
害

公
営
住
宅
の
集
会
所
は
月
２
～
５
回

程
度
し
か
利
用
さ
れ
ず
、
南
三
陸
町
で

は
60
戸
以
上
の
災
害
公
営
住
宅
の
集

会
所
に
複
数
の
支
援
員
を
配
置
し
て

い
る
事
例
を
紹
介
し
、
50
戸
以
上
の

災
害
公
営
住
宅
に
支
援
員
の
配
置
を

行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て
達
増
知
事
は
「
11
月
27
日
の

記
者
会
見
で
『
来
年
度
策
定
予
定
の
次 

釜石市の野田武則市長から台風１９号災害からの
復旧･復興に向けた要望書を受け取る(１１月２８日) 

12
月
県
議
会
で
は
、
高
田
一
郎
県

議
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
３
回
目
と
な

る
台
風
19
号
被
災
地
調
査(

宮
古
市･

山
田
町･

釜
石
市)

を
踏
ま
え
、
さ
ら
な

る
県
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
し
た
。
被
災
事
業
者
に
対
す
る

支
援
で
は
、
国
の
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

活
用
し
、
４
分
の
３
補
助
と
な
る
地
域

企
業
再
建
支
援
事
業
費
補
助(

７
億
２

千
万
円)

、
い
わ
て
ふ
っ
こ
う
割
事
業

費(

４
千
５
百
万
円
余)

の
補
正
予
算

を
可
決
。
さ
れ
ま
し
た
。 

期
岩
手
県
環
境
基
本
計
画
に
、
県
と
し
て

２
０
５
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実

質
ゼ
ロ
を
掲
げ
た
い
』
と
表
明
し
た
」
と

答
え
ま
し
た
。 

戸
以
上
の
災
害
公
営

住
宅
の
集
会
室
に
支

援
員
を
配
置
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
確
立
に

力
を
入
れ
る
べ
き
だ

と
指
摘
。
大
不
漁
に

直
面
し
て
い
る
漁

業
・
水
産
業
の
再
建

に
向
け
て
「
従
来
に

な
い
対
策
を
」
と
提

起
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
軽
減
と
子

ど
も
の
均
等
割
減
免

へ
、
全
国
知
事
会
も

提
言
し
て
い
る
公
費

投
入
を 

◇被災者の医療費・介護保険利用料の免除を継続実施、ここ
ろのケアの継続強化 

◇子どもの医療費の中学生までの窓口無料化を早期に実現 
◇高すぎる国保税を協会けんぽ並に引き下げ、子どもの均等
割の免除・軽減の取り組みを県内市町村に広げる 

◇県立病院の医師、看護師の増員に取り組み、安心できる地
域医療の拡充 

◇高卒・大卒等の県内就職率を抜本的に引き上げる総合的な
取り組みの強化 

◇農林水産業を地域経済の基幹産業に。種子条例の早期制定 
◇テスト漬けの競争主義的教育を見直し、一人一人にゆきと
どいた教育の推進 
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  【
11
月
】 

24
日 

日
本
舞
踊
公
演
鑑
賞 

25
日 

県
議
団
が
一
関
調
査
（一
関
市
保
健
福
祉
部
、

社
会
福
祉
法
人
平
成
会
、
た
ん
ぽ
ぽ
保
育

園
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
一
関
、
一
関
市
国
保
藤

沢
病
院
） 

26
日 

議
運
、
県
議
会
台
風
19
号
災
害
対
策
連
絡

本
部
会
議 

27
日 

議
運
、
12
月
県
議
会
開
会
、
県
議
会
森
林

林
業
政
策
研
究
会
研
修
会
・関
係
団
体
と
の

懇
談
会
、
歯
科
保
健
医
療
問
題
議
員
懇
談
会 

28
日 

台
風
19
号
災
害
現
地
調
査
（宮
古
市
、
山
田

町
、
釜
石
市
） 

29
日 

グ
ロ
ー
バ
ル
気
候
マ
ー
チ
ｉ
ｎ
岩
手 

30
日 

城
東
地
区
９
条
の
会
、
八
日
町
商
業
振
興
会

懇
親
会 

【
12
月
】 

1
日 

連
続
講
座「
岩
手
の
再
生
」―

人
口
減
少
時

代
の
ま
ち
づ
く
り 

2
日 

く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

3
日 

議
運
、「
桜
を
見
る
会
」疑
惑
の
徹
底
究
明

を
求
め
る
請
願
の
提
出
、
本
会
議
（一
般
質

問
） 

4
日 

議
運
、
本
会
議
（高
田
一
郎
県
議
が
一
般
質

問
）、
学
生
と
県
議
会
と
の
意
見
交
換
会 

5
日 

議
運
、
本
会
議
（千
田
美
津
子
県
議
が
議
案

に
対
す
る
質
疑
）、
第
１
回
総
選
挙
め
ざ
す

野
党
共
闘
調
整
会
議 

6
日 

文
教
常
任
委
員
会 

8
日 

全
建
総
連
岩
手
県
建
設
労
働
組
合
定
期
大

会
、
山
岸「
師
走
の
つ
ど
い
」、
盛
岡
市
ス
ポ

ー
ツ
人
の
つ
ど
い 

10
日 

議
運
、
復
興
特
別
委
員
会
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
議
員
連

盟
、
補
正
予
算
案
説
明
会
、
水
産
振
興
議
員

懇
談
会
総
会
・水
産
団
体
と
の
懇
談
会 

11
日 

議
運
、
最
終
本
会
議 

12
日 

関
根
敏
伸
県
議
会
議
長
就
任
祝
賀
会 

13
日 

達
増
知
事
に
２
０
２
０
年
度
岩
手
県
予
算
に

関
す
る
申
し
入
れ 

15
日 

日
本
共
産
党
盛
岡
地
区
党
会
議 

16
日 

木
戸
口
英
司
・横
沢
高
徳
両
参
院
議
員
が
県

委
員
会
来
訪
・懇
談
、
北
上
市
議
選
政
策
論

戦
検
討
会 

18
日 

文
教
委
員
会
県
内
調
査
（大
槌
高
校
、
遠
野

市
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
） 

19
日 

高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議
員
と
医
療
問
題
調

査
（野
原
県
保
健
福
祉
部
長
、
盛
岡
市
立
病

院
長
、
国
立
盛
岡
医
療
セ
ン
タ
ー
、
全
医
労

盛
岡
医
療
セ
ン
タ
ー
支
部
） 

22
日 

第
28
回
党
大
会
め
ざ
す
岩
手
県
党
会
議 

12
月
11
日
の
県
議

会
最
終
本
会
議
で
、
い

わ
て
労
連
な
ど
が
提
出

し
た
「
内
閣
総
理
大
臣

主
催
『
桜
を
見
る
会
』

疑
惑
の
徹
底
究
明
を
求

め
る
請
願
」
と
意
見
書

が
全
国
で
初
め
て
採
択

さ
れ
ま
し
た(

自
民
党･

公
明
党･

い
わ
て
県
民

ク
ラ
ブ･

無
所
属
の
議

員
１
名
が
反
対)

。 

 

域
医
療
の
拡
充
を
求
め
る

請
願｣

は
、
自
民
党･

公
明

党･

い
わ
て
新
政
会･
い
わ

て
県
民
ク
ラ
ブ･

無
所
属
の

議
員
１
名
が
反
対
し
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

12
月
20
日
に
は
、
高
橋

千
鶴
子
衆
議
院
議
員
、
盛
岡

市
議
団
と
と
も
に
、
県
と
盛

岡
市
内
の
２
つ
の
病
院
を

訪
問
し
懇
談
し
ま
し
た
。 

 

 

厚
生
労
働
省
に
よ
る｢

公
立･

公
的

病
院
の
『
再
編･
統
合
』
に
反
対
し
地 

は
「
岩
手
医
大
移
転
に
対
応
し
た
初

期
救
急
患
者
の
対
応
な
ど
で
新
た
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
盛
岡
医
療
セ
ン
タ
ー
の
木
村
啓

二
院
長
は
、
重
度
心
身
障
が
い
児

(

者)

病
棟
の
開
設
や
岩
手
県
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
医
療
拠
点
病
院
と
し
て
専

門
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
意
義
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

県
の
野
原
勝
保
健
福
祉
部
長
は
、再

編･

統
廃
合
の
対
象
と
さ
れ
た
県
内

10
病
院
に
つ
い
て
「
２
年
前
の
診
療

実
績
に
基
づ
い
て
評
価
し
た
も
の
で

機
械
的
な
も
の
。
直
ち
に
大
幅
な
見
直

し
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
」
と
強

調
。
盛
岡
市
立
病
院
の
加
藤
章
信
院
長 

10
時
間
労
働
を
可
能
と
す
る
も
の

で
す
。
月
１
０
０
時
間
を
超
え
る
県

立
学
校
の
教
員
は
６
６
８
人
、
19
％

を
占
め
る
深
刻
な
実
態
に
あ
る
中
で

さ
ら
に
長
時
間
労
働
を
強
い
る
も
の

で
あ
り
、
導
入
の
前
提
条
件
が
な
い

と
指
摘
。
県
と
し
て
条
例
の
制
定
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
と
質
し
ま
し

た
。
佐
藤
博
教
育
長
は
「
現
場
の
声

を
伝
え
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。
長
時

間
勤
務
に
よ
る
教
職
員
の
負
担
を
軽

減
の
た
め
に
は
、
働
き
方
改
革
プ
ラ

ン
に
掲
げ
る
取
り
組
み
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
最
優
先
だ
と
考

え
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

文教委員会で質疑に立つ斉藤県議(１２月６日) 

文
教
委
員
会
で
、国
会
で
強
行
さ
れ

た
教
員
の
「
変
形
労
働
時
間
制
」
の
導

入
の
問
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
変

形
労
働
時
間
制
は
「
繁
忙
期
」
に
１
日

10
時
間
労 

｢桜を見る会｣疑惑の徹底究明を求める請願の
提出に同席する斉藤県議(中央奥) (１２月３日) 

国連気候変動枠組み条約第25回締約国会議に向けたグロ
ーバル気候マーチが盛岡でも開催されました(１１月２９日) 

 

11
月
20
日
、
岩
手
県
母
親
大
会
連

絡
会
は
千
葉
茂
樹
副
知
事
に
対
し
、
母

親 

 

千葉副知事に要請する母親大会連絡会の
みなさんと同席する県議団（１１月２０日） 

親
大
会
決
議
に
基
づ
く
要
請
を
行
い
、各

部
局
と
交
渉
し
ま
し
た
。
要
請
で
は
、
地

域
で
の
産
婦
人
科
病
院
の
拡
充
、災
害
公

営
住
宅
等
で
の
孤
独
死
防
止
へ
今
後
も

生
活
支
援
員
を
配
置
し
見
守
り
体
制
を

強
化
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
。参
加
者
か

ら
も「
多
く
の
妊
婦
が
花
巻
市･

北
上
市･

盛
岡
市
ま
で
行
き
出
産
し
て
い
る
」(

遠

野
市)

、「
生
活
支
援
員
が
き
め
細
か
な
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
待
遇
の
改
善
を
」

(

大
槌
町)

と
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

小西和子 
(社民党) 

軽石義則 
(希望いわて) 

吉田敬子 
(新政会) 

髙橋但馬 
(新政会) 

米内紘正 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

千葉絢子 
(県民クラブ) 

上原康樹 
(無所属) 

内閣総理大臣主催｢桜を見る会｣疑惑の
徹底究明を求める請願･意見書⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 

公立･公的病院の｢再編･統合｣に反対し
地域医療の拡充を求める請願⇒不採択 

○ ○ ○ × × × × × × ○ 

私学助成の充実強化等に関する請願⇒
採択 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

私学助成を拡充させ､教育費負担の公私
間格差をなくし、子どもたちにゆきとど
いた教育を求める請願⇒採択 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 

 

２月１２日（水）午後６時～ 

３月１１日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

県議会棟の喫煙室の在り方について、改選前から
議会運営委員会で議論されてきました。本庁舎はす
でに敷地内全面禁煙となっています。議会棟につい
ても、受動喫煙防止、がん対策推進条例（議員発議）
の立場から敷地内全面禁煙にすべきと強く主張。し
かし、希望いわて・自民党は現行通りの存続を主張、
いわて新政会は会派で意見がまとまらず、いわて県
民クラブは全面禁煙を主張しました。２月県議会に
向けて引き続き検討することになりました。 

高橋衆院議員､盛岡市議団とともに盛岡市
立病院の加藤院長(左)らと懇談(１２月２０日) 


